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ドイツの救急医療システム
Rettungswagen (RTW), Krankentransportwagen (KTW)



ドイツの救急医療システム
Intensivtransportwagen (ITW, MICU)



ドイツの救急医療システム
Notarzteinsatzfahrzeug (NEF)



ドイツの救急医療システム
Rettungshubschrauber (RTH)



ドイツの救急医療システム
(Zentrale) Notfallambulanz



ドイツの救急医療システム
Intensivstation (ITS)



ドイツの救急医療システム
(Leitender) Notarzt > Notfallsanitäter > Rettungssanitäter > Rettungshelfer



ドイツの救急医療システム
Ärztlicher Notdienst (116117)



ドイツの救急医療システム
Massenanfall an Verletzten (MANV)



Q: 救急車を呼ぶのにお金はかかりますか？

A: ドイツは国民皆医療が成り立っているため、保険の加盟有無に
関わらず、救急車の費用は保険会社や国の負担になります。但し
、プライベート保険に加盟している場合は自治体よりのちに領収
書が送られて来ます。この領収書を保険会社に提出して代金を送
金してもらい、自治体に個人が送金することになります。



Q: 救急車を呼ぶべきがどうかを確認するような組織はありますか？

A: 116117番が当直診療医の緊急電話番号です。但し、開業医の開いて
いない時間帯は電話が大変繋がりにくく（３０分ほど待たされる場合も
多々あります）、説明もドイツ語での正確なものが要求されるため、緊
急なのではないかと疑われる症状がある場合は使用困難ではないかと思
います。悪戯であると判断されない限り、救急車を呼んでも問題が起こ
ることは殆どないので、不安な場合は迷わず112番を選択するか、アプ
リのNORAを利用して救急車を呼びましょう。



Q: 救急車を呼ぶ時に英語は伝わるか？

A: 救急医療に携わるスタッフの半数程度が、最低限の英語を習得して
います。互いに分かりやすい簡単な単語でのコミュニケーションを心掛
けましょう。逆にネイティブレベルの英語は理解されない可能性が高い
と思います。英語の話せないスタッフに当たった場合を想定して、最低
限必要なドイツ語を事前にリストアップして冷蔵庫などに貼っておきま
しょう。

実際に救急車をドイツで呼んだ経験のある邦人の方に事前にアンケート
を取ったところ、英語対応可能であった場合は５５％でした。



Q: 言葉に全く自信がない場合、どのように救急車を呼ぶべきですか？

A: 事前にNORAというアプリをスマートフォンにダウンロードして、事前設定を済ませ
ておきましょう（名前、住所、電話番号、性別など簡単な入力内容で設定可能です、英
語バージョンもあります。事前に個人認証POSTIDENTが必要になります）。不安のあ
るひとはdemoで練習しておきましょう。子供でも使用できる簡単な内容になってます。



Q: いつ救急車を呼ぶべきか？

一番大事なのは意識レベル、気道確保、呼吸の状態、循環です。



Q: いつ救急車を呼ぶべきか？

患者に声をかけて反応が明らかにおかしい場合、言葉に障害が出てい
る場合、呼吸が苦しそうで、呼吸が異常に早かったり、浅かったり、
変な音がした場合は即座に救急車を呼びましょう。

循環に関しては、主に心音と脈を取ることが必要になるのですが、プ
ロでも安易ではないため、注意するポイントは呼吸と意識レベルの２
点でOKです。



Q:他に救急車を呼ぶ例は？

A: 癲癇の疑い（患者が意識を失っていて足や手が無造作に動く状態や、足や手に痙攣
が起こってる状態など）



Q:他に救急車を呼ぶ例は？
心筋梗塞の疑い（呼吸が苦しくて胸の後ろや上腹部、左腕の痛みや詰まった感
じが続く場合で冷や汗や顔面蒼白、唇の色が青くなるなどの症状を伴う場合）



Q:他に救急車を呼ぶ例は？

洗剤や塩素などの劇物を間違って飲んでしまって、意識レベル、呼吸、循環に変化が見
られる場合（症状がなくてもすぐに必ず最寄りの救急外来を受診しましょう）

火事で毒ガスを吸ってしまい、息が苦しかったり、意識がもうろうとする場合など



Q:他に救急車を呼ぶ例は？

A: 脳梗塞や脳出血の疑い（腕や足の麻痺、言語障害、突然起こった
感覚の変化、突然おこって今まで経験したことのない激しい頭痛など
）



Q:他に救急車を呼ぶ例は？

骨折の疑いがあり、痛みで身動きが取れない場合



Q:他に救急車を呼ぶ例は？
血圧や血糖値が異常に高く頭痛や嘔吐、意識レベルの変化、赤面などの症状を伴う場合

(RR >160/100, Glucose >300mg/dl)、低い場合(RR <80/35, Glucose LOW)



自宅にあると便利な器具



Q:他に救急車を呼ぶ例は？

重度の火傷をおった場合（応急処置として水道水を１５〜３０分患部にかけ続けましょう）

怪我などによる大量出血（応急処置として止血ができる場合はガーゼなどを患部にあてて押さ
え付けましょう）



Q: 救急車がくるまでの間何をすべきか？

安全姿勢の確保（患者を左横向きに寝かして、顎を少しあげた状態）

意識レベルと呼吸の確認（声をかけ続けて反応を見る。また、呼吸が苦しそうであった
り、呼吸が止まっていないかを見て、聞いて、感じる）

意識を失っていて、呼吸が止まった場合は即座に心臓マッサージを始めて救急隊が到着
するまで止めない



Q: 心肺蘇生はどこで行うべきか？

A: 固いものの上がベストだが、動かすのが難しい場合は、ベット
やソファの上でもOK。一番大事なのは心臓マッサージを即座にス
タートすること。



Q: 心肺蘇生をする際に人工呼吸も必要か？

EU: 112 
JP: 119



Q: 心肺蘇生をする際に人工呼吸も必要か？

心臓マッサージを３０度行った後に人工呼吸を２度行うのがベスト。但
し、人工呼吸はプロが行っても難しい場合があるため、慣れていない場
合は心臓マッサージをひたすら続けるだけでもOK。心臓マッサージのス
ピードはアンパンマンのマーチ(100/Sek)やプリンセスプリンセンスのダ
イヤモンド(110/Sek)を想像しながら行うと適当です。腕を伸ばした状態
で胸の真ん中に両手をあてます。深さは、患者の体の半分程度まで自分
の手が押し込まれるようにマッサージを行って下さい。



心肺蘇生

おさらい



Q:子供の心肺蘇生も大人と同じように行えばOKか？

A: 乳児や幼児は体の性質が大人と異なるので実は少し違います。小学生程度までの子供や乳児の場
合はまず初めに人工呼吸を５度行います。子供が幼いほどこの人工呼吸が大事になります。１歳ま
での乳児は口と鼻を全て大人の口で覆って人工呼吸を、それ以上の子供は大人と同様、鼻を摘んで
口と口による人工呼吸を行います。息が漏れる音がせず、子供の胸が膨れ上がる確認ができればベ
ストです。ペースは息を吹き込むのと吐くのがそれぞれ１秒づつ程度です。



Q:子供の心肺蘇生も大人と同じように行えばOKか？

その後大人と同様に心臓マッサージと人工呼吸を３０対２（人工呼吸に慣れていない場合）または
１５対２（人工呼吸に慣れている場合）で行います。心臓マッサージは１歳程度までの乳児は指２
本（親指２本で胸を囲うようにして）を使って、１歳以上の子供の場合は手の甲を片方子供の胸の
上に置いて行いましょう。リズムは大人と同じで１秒当たり100から120回程度（アンパンマンマー
チ、ダイヤモンド）で適切です。



Q: 救急車を呼ぶ際、準備していると助かるもの？

A:  保険証
医師から処方されている薬のリスト（又は処方されている薬の箱全て）



Q: 救急車を呼ぶ際、準備していると助かるもの？

持病がある場合は病名のリスト（英語でもOK)

入院経験がある場合は退院した際に出される手紙全てのコピー（重い病気がある場合は日本
の診療記録を英語かドイツ語に訳したもののコピーを所持することをお勧めします）



Q: 救急車を呼ぶ際、準備していると助かるもの？

携帯電話と充電器、少額の現金

高齢や重い持病があり、用意がある場合は事前医療指示書(Patientenverfügung)のコピー



ご清聴を感謝いたします。

Vielen Dank für Ihre Aufmerksamkeit.
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